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令和６年度　一般会計決算（歳出）

35億6114万円

（９月定例会）

事　務　報　告（抜粋）

　本町の財政状況は、歳出全体に占める公債費の割合が高い水準で推移していることから厳しい財政状況となっ
ており、財源不足には基金から繰り入れを行なうとともに、必要最小限の地方債発行で対処しました。
　また、三菱マテリアルを中心とした企業群やエコアイランドなおしまなどの環境活動、ベネッセアートサイ
ト直島などの文化活動、地場産業の育成など多角的経済基盤の確立を図るとともに、第６回目の瀬戸内国際芸
術祭に向けた体制強化など「みんなと共に、まえへ前へ！」を目標に掲げ各種事業を推進しました。

　令和７年第６回定例会が９月４日から11日までの会期で開催されました。

　一般会計・特別会計・簡易水道事業会計・下水道事業会計の決算認定、令和７年度補正予算など報告２件、

諮問１件、議案15件を審議し、いずれも原案通り可決し、全日程を終了しました。

令和６年度直島町決算一覧表
（単位　千円）

区　分
会計別

歳　　　入 歳　　　出
予算額 決算額 予算額 決算額

一般会計 3,869,305 3,855,147 3,869,305 3,561,143 
国民健康保険事業特別会計 384,117 369,461 384,117 344,441 
介護保険事業特別会計 451,133 452,685 451,133 438,237 
診療所事業特別会計 276,493 280,732 276,493 267,498 
後期高齢者医療事業特別会計 73,927 74,329 73,927 73,362 
宅地造成事業特別会計 20,408 20,406 20,408 20,406 
※　一般会計については、前年度からの繰越事業費繰越額を含む。

簡易水道会計

収益的収入 収益的支出
予算額 決算額 予算額 決算額
472,587 492,255 455,616 431,887

資本的収入 資本的支出
予算額 決算額 予算額 決算額
64,272 64,270 348,457 326,331

下水道会計

収益的収入 収益的支出
予算額 決算額 予算額 決算額
257,448 259,364 209,987 199,446

資本的収入 資本的支出
予算額 決算額 予算額 決算額
121,800 121,762 190,957 187,836

事業を推進

町制施行70周年記念事業 　　  487万円
幼児学園屋上防水改修工事 　　5118万円
子育て支援（おむつ・ミルク等助成）事業　   175万円
なおしまキッズポート運営業務委託　   926万円
焼却施設設備補修工事 　　1837万円
有害鳥獣対策事業（イノシシ他駆除業務）　   596万円
直島の火まつり助成 　　1461万円
赤かぼちゃ塗装工事 　　  120万円
つつじ荘浮島購入  　　  275万円
鷲ノ松１号線舗装工事 　　2028万円
宮ノ浦地区地震津波対策工事　 2512万円
海の駅なおしま大規模改修工事　 1870万円
南寺ポケットパーク改修工事　 1282万円
第１分団屯所用地造成工事 　　6531万円
救急患者搬送業務  　　3431万円
中高生海外研修事業 　　  162万円
中学校屋上防水改修工事 　　  770万円
下水道長寿命化工事 　　4081万円
玉野側海底送水管改修工事　 16931万円

こんな事業に使いました
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厳しい財政状況の中
将来を見据えた

幼児学園屋上防水改修

火まつり

赤かぼちゃ塗装

宮ノ浦津波対策

南寺ポケットパーク改修第１分団屯所用地造成

海の駅改修

おむつ・ミルク助成

草間彌生「赤かぼちゃ」2006年　直島・宮浦港緑地
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監

査

報

告

【
主
な
指
摘
事
項
】

（
一
般
会
計
）

　

税
の
徴
収
率
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
一
部
に
は
滞
納

が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、完
納
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
望
む
。

　

ま
た
、
激
変
す
る
経
済
情
勢
な
ど
、
依
然
と
し
て
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
の
厳
し
い

財
政
運
営
で
あ
る
の
で
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業
を
、
国
・
県
等
の
財
政
状
況
に
留

意
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
生
む
よ
う
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
行
財

政
運
営
を
望
む
。

（
国
保
会
計
）

　

医
療
費
適
正
化
に
努
め
、
特
に
年
々
増
加
し
て
い
る
国
保
税
滞
納
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
簡
易
水
道
事
業
）

　

水
道
施
設
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
送
水
・
配
水
設
備
等
の

整
備
や
浄
水
場
更
新
工
事
な
ど
の
大
規
模
な
施
設
整
備
は
完
了
し
た
。
今
後
も
、
計
画
的

に
老
朽
管
の
布
設
替
え
等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
経
営
に
関
し
て
は
、
住
民
生

活
に
必
要
不
可
欠
な
水
の
安
定
供
給
及
び
効
率
的
な
経
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
建
設

投
資
の
適
切
な
実
施
や
料
金
の
適
正
化
、
収
入
の
確
保
を
適
宜
見
直
し
、
な
お
一
層
の
経

営
健
全
化
を
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　

令
和
６
年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
て
企
業
会
計
へ
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
経
営
成
績
や
財
政
状
況
の
「
見
え
る
化
」
が
可
能
と
な
り
、
今
後
は
経
営
指
標
の
推

移
に
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
経
営
の
効
率
化
及
び
財
政
基
盤
の
強
化
を
望
む
。

（
基
金
）

　

基
金
総
額
は
積
み
立
て
と
取
り
崩
し
の
差
し
引
き
で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

国
・
県
の
動
向
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
将
来
を
見
据
え
て
、
基
金
の
目
的
に
そ
っ
て
慎

重
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

〝
滞
納
を
減
ら
す
よ
う
一
層
の
努
力
を
〟

�

監
査
委
員　

大
林　
　

清　

�

　

〃 　
　

浜
口　

敏
夫　

令和６年度一般会計歳入歳出　構成図

歳 入（収入）
38億5515万円

歳 出（支出）
35億6114万円

自主財源
20億2875万円
52.6％

町税
9億4173万円
24.4％

使用料・手数料
8383万円
2.2％

分担金・負担金
2356万円
0.6％

諸収入
1750万円
0.5％

県支出金
1億602万円
2.8％

寄附金　
5370万円　
1.4％

町債　
8900万円　
2.3％

繰入金
7億1677万円
18.5％

繰越金
1億8324万円
4.8％

依存財源
18億2640万円
47.4％

財産収入
842万円
0.2％

地方譲与税等　
1億4944万円　
3.9％

地方交付税
13億907万円
34.0％

総務費
8億6990万円
24.4％

民生費
6億5408万円
18.4％

衛生費
5億1948万円
14.6％

農林水産業費
4221万円
1.2％

土木費
4億8427万円
13.6％

教育費
2億508万円
5.8％

議会費
5116万円
1.4％

消防費
2億1859万円
6.1％

公債費
4億5052万円
12.7％

商工費
6585万円
1.8％

国庫支出金
1億7287万円
4.4％
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基金の減少に危機感
基
金
は
枯
渇
し
な
い
か

Q
（
宮
原
）
令
和
６
年

度
末
の
基
金
残
高

は
、
前
年
度
と
比
べ
、
約
５

億
円
減
少
し
て
い
る
。

　

以
前
、
基
金
が
枯
渇
す
る

の
で
は
な
い
か
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
必
要
で

は
な
い
か
と
の
質
問
に
、
絶

対
に
枯
渇
す
る
こ
と
は
な

い
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
も
の

も
な
い
と
町
長
は
断
言
し
た
。

　

今
後
、
商
業
・
観
光
交
流

複
合
施
設
や
第
３
分
団
屯
所

の
建
設
な
ど
で
財
政
が
圧
迫

さ
れ
る
。
行
財
政
計
画
の
策

定
は
検
討
し
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）基
金
が
減
っ

て
き
た
の
は
事
実
だ
。

　

借
金
を
し
て
基
金
を
残
す

か
、借
金
を
せ
ず
基
金
を
取
り

崩
す
か
ふ
た
つ
に
ひ
と
つ
だ
。

　

起
債
を
し
て
一
般
財
源
を

つ
ぎ
込
ま
な
け
れ
ば
基
金
は

減
ら
な
い
。
令
和
８
年
度
に

は
、
公
債
費
償
還
金
は
２
億

円
少
々
と
な
り
大
口
の
借
金

は
ほ
と
ん
ど
返
済
さ
れ
る
。

　

借
金
も
し
つ
つ
、
過
剰
な

償
還
金
に
な
ら
な
い
よ
う
考

え
る
の
で
心
配
な
い
。

主
な
質
疑

　

長
期
計
画
・
実
施
計
画
を

踏
ま
え
て
行
な
う
の
で
、今
は

財
政
計
画
策
定
は
必
要
な
い
。

町
営
住
宅
空
き
家
活
用
を

Q
（
山
上
）公
営
住
宅
・

改
良
住
宅
で
多
数
の

空
き
家
が
出
て
き
て
い
る
。

町
営
住
宅
の
利
活
用
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
空
き
家
は

増
え
て
い
る
。

　

入
居
さ
せ
ら
れ
な
い
事
情

の
あ
る
住
宅
も
あ
る
が
、
自

治
会
と
相
談
し
て
入
居
さ
せ

た
者
も
い
る
。

　

今
後
の
住
宅
事
情
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

住
宅
施
策
を
考
え
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
が
な
く
な
れ
ば

Q
（
西
岡
）
10
月
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税
仲
介

サ
イ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
が

禁
止
さ
れ
る
。
今
後
、
納
税

側
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
通

常
、
品
物
を
買
っ
た

と
き
に
付
く
ポ
イ
ン
ト
に
プ

ラ
ス
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
恩
恵
も
あ
る
と
い
う
の
が

売
り
で「
さ
と
ふ
る
」や「
ふ

る
な
び
」
な
ど
が
独
自
で
行

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
が
な
く
な

る
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
税
制
優
遇
措
置
が
な
く
な

る
も
の
で
は
な
い
。

世
代
間
交
流
は
デ
バ
イ
ド
か

Q
（
宮
原
）高
齢
者
ス
マ

ホ
教
室
を
行
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
は
国
の
デ
ジ
タ
ル
推

進
目
標
の
「
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
」
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
に
対
応
し
た
も
の
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
香

川
大
学
の
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
地
元
の

高
齢
者
と
の
世
代
間
交
流
と

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
一
緒
に

楽
し
む
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
だ
。

鼻
く
く
り
罠
の
検
討
を

Q
（
西
岡
）
最
近
イ
ノ

シ
シ
が
増
え
て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
鼻
で
土
を
掘

り
返
す
。
鼻
く
く
り
罠
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
建
経
課
長
）
捕
獲

数
は
毎
年
増
え
た
り

減
っ
た
り
だ
。
捕
獲
機
の
数

は
毎
年
増
や
し
て
い
る
が
、

鼻
く
く
り
罠
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。

決算事務報告

短
期
入
所
が
減
っ
て
い
る

Q
（
山
下
）
短
期
入
所

療
養
介
護
費
収
入
が

48
・
８
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
利

用
者
を
増
や
す
た
め
に
何
か

努
力
を
し
て
い
る
か
。

A
（
診
療
所
事
務
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連
携

し
て
進
め
て
い
る
。

宅
地
造
成
第
３
弾
は

Q
（
小
野
）
次
期
の
宅

地
造
成
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
複
合
施
設

建
設
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。
こ
れ
を
完
成
さ

せ
て
か
ら
、
次
に
は
積
浦
地

区
以
外
で
と
思
っ
て
い
る
。

空き家が増えている町営住宅

高齢者との世代間交流

Q
（
西
岡
）

駆
け
込
み

需
要
が
あ
る
の
で

は
。A

（
ま
ち
観

課
長
）
一

定
の
動
き
は
あ
る

と
思
う
が
、
当
町

で
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
と
思
う
。
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◦６月10日　こども図書館船「ほんのもり号」が
宮浦港に寄港し、園児の船内観覧等を参観しま
した。

◦６月25日　県交流推進部長が、県が導入を検討
中の宿泊税について、町の考えを聞くため来庁
されました。

◦７月８～９日　県町村会の行政視察研修が滋賀
県豊郷町で開催されました。

◦７月12日　町内一斉清掃“ごみ０（ゼロ）クリー
ンデー”を開催しました。

◦７月15日　県キッチンカー協会が災害時の支援
活動についての説明等のため来庁されました。

◦８月２日　瀬戸内国際芸術祭2025夏会期開幕に
あたり、来訪者のお出迎えを行ないました。

◦８月18～19日　三菱マテリアルテクノ直島事業
所製缶工場裏山付近から火災が発生し、消防団
が消火にあたりました。

◦８月19～21日　岡山県立玉野光南高校による野
外活動（遠泳実習）が実施されました。

◦８月25日　福武財団の福武英明理事長他が来庁
されました。

◦８月27日　部落解放同盟香川県連合会による
2025年度「部落解放・人権政策確立」要求県内
「網の目」行動意見交換会に出席しました。

（主なもの）
宿
泊
税
、
町
の
考
え
は

Q
（
浜
口
）
県
が
取
り

組
む
計
画
の
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
私
は
賛
成
だ
。

　

町
が
単
独
で
実
施
す
る
と

な
る
と
、
大
変
な
準
備
と
人

員
、
経
費
が
必
要
と
な
る
。

県
か
ら
町
へ
交
付
金
と
し
て

配
分
さ
れ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
宿
泊
税
、

私
は
好
き
で
は
な
い
。

多
少
な
り
と
も
旅
行
代
が
高

く
な
る
。
県
が
導
入
す
れ
ば

主
な
質
疑

町 長 報 告

小林町長

注視して
まいりたい

県が計画する
宿泊税は

交
付
金
で
配
分
だ
と
思
う
。

　

今
後
、
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
。視

察
研
修
の
内
容
は

Q
（
西
岡
）
滋
賀
県
豊と
よ

郷さ
と

町ち
ょ
う

で
の
研
修
内
容

は
。
直
島
に
取
り
入
れ
る
も

の
は
な
か
っ
た
か
。

A
（
町
長
）旧
小
学
校
跡

地
に
建
物
を
建
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
図
書
館

的
な
も
の
に
利
活
用
し
て
い

た
。
私
は
、
研
修
で
得
ら
れ

な
い
も
の
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

災
害
時
の
支
援
活
動
は

Q
（
山
下
）
県
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
協
会
の
支
援

活
動
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
災
害
時
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
来

島
し
て
食
べ
物
を
配
布
か
販

売
か
、
少
し
で
も
お
役
に
立

ち
た
い
と
の
話
。
た
だ
、
船

で
来
ら
れ
る
か
等
、
ま
だ
ま

だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

自
転
車
の
事
故

Q
（
西
岡
）
来
島
者
の

自
転
車
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
で
注
意
喚
起
等
、
事
故
を

防
ぐ
方
法
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
店
等
に
、
十

分
な
注
意
喚
起
の
要
請
は
す

る
。出

火
原
因
と

�

緊
急
放
送
の
改
善
は

Q
（
山
下
）
東
門
付
近

の
山
林
か
ら
火
災
が

発
生
し
た
。
原
因
は
。

A
（
町
長
）
自
然
発
火

と
い
う
こ
と
で
、
原

因
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

Q
（
山
上
）
火
災
発
生

時
の
緊
急
放
送
で
不

手
際
が
あ
っ
た
。
現
状
と
今

後
の
運
用
方
法
は
。

A
（
町
長
）
現
状
は
非

常
に
時
間
が
か
か
る

方
法
だ
。
緊
急
放
送
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
即
、
肉
声
で
放

送
で
き
る
よ
う
変
え
る
話
も

し
て
い
る
が
、
も
う
少
し

待
っ
て
ほ
し
い
。

野
外
活
動
は
毎
年
実
施
か

Q
（
西
岡
）
玉
野
光
南

高
校
が
遠
泳
実
習
に

来
て
い
る
。
毎
年
実
施
な
の

か
今
回
だ
け
か
。

A
（
町
長
）
確
定
で
は

な
い
が
、
先
生
か
ら

「
ま
た
来
た
い
」
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
の
で
、
ま
た
来

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

玉野光南高校遠泳実習（つつじ荘）
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◦６月10日　「こども図書館船ほんのもり号」が宮浦
港に寄港し、幼児学園４・５歳児が、体験乗船した
り、小学校５・６年生が船内で読書や商工会で本棚
づくりのワークショップを実施しました。

◦６月12日　町在住の高校生が在籍する玉野光南高等
学校、玉野高等学校、玉野商工高等学校、玉野備南
高等学校を訪問し、校長等から在校生徒の状況等を
聞きました。

◦６月17日　幼児学園給食調理員の面接試験を役場会
議室で行ないました。

◦６月25日　令和人形浄瑠璃せとうち九相図プロジェ
クト実行委員会の小松原美代氏が来室されました。

◦７月３日　町部活動の地域展開準備会が開催されま
した。

◦７月11日　川嶋志乃舞氏の津軽三味線ミニコンサー
トが福祉センターで開催され、小学校児童や町民と
ともに参観しました。

◦７月14日　文部科学省初等中等教育局企画課・財務
課主催の市町村教育委員会教育長会議がオンライン
で開催されました。

◦７月30日　かがわ総文祭2025の写真部門の生徒が引
率教諭とともに直島に訪れ、本村付近で撮影してい
る様子を参観しました。

◦８月20日　玉野光南高等学校の校長と副校長が来ら
れ、同校体育科水泳合宿が琴弾地浜で実施できたこ
とについて御礼を述べられました。

◦８月21日　令和７年度中学生・高校生海外研修事業
帰国報告会が開催されました。

（主なもの）

教育長報告

学校外活動を
受け皿に

津山教育長

どうなる
休日の部活

も
う
決
ま
っ
た
か

Q
（
西
岡
）
幼
児
学
園

の
給
食
調
理
員
の
面

接
試
験
が
あ
っ
た
が
、決
ま
っ

た
か
。

A
（
次
長
）
決
定
し
て

お
り
、
週
３
日
来
て

も
ら
っ
て
い
る
。

在
籍
者
の
人
数
は

Q
（
宮
原
）
岡
山
県
公

立
高
校
の
在
籍
者
の

主
な
質
疑

海外研修報告会

こども図書館船ほんのもり号

人
数
は
。

A
（
教
育
長
）
玉
野
光

南
高
校
が
１
・
２
年

生
、
各
１
人
。
玉
野
高
校
が

２
年
生
５
人
、１
年
生
１
人
。

玉
野
商
工
高
校
が
３
年
生
１

人
、
２
年
生
２
人
、
１
年
生

２
人
。
玉
野
備
南
高
校
は
、

２
年
生
１
人
。

休
日
の
部
活
は
ど
う
な
る

Q
（
西
岡
）
中
学
校
の

休
日
の
部
活
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
は
。

A
（
教
育
長
）
来
年
度

以
降
も
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
直

島
の
場
合
、
学
校
外
活
動
を

受
け
皿
に
す
る
の
が
望
ま
し

い
だ
ろ
う
と
い
う
方
向
で
進

め
て
い
る
。

改
正
内
容
は

Q
（
山
上
）
文
科
省
主

催
の
教
育
長
会
議
で

の
給
特
法
等
の
改
正
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
教
員
の

教
職
調
整
手
当
を
現

在
の
４
％
か
ら
10
％
ま
で
増

や
し
て
い
く
。
た
だ
給
料
を

上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
業

務
量
管
理
、
健
康
確
保
措
置

の
計
画
等
の
内
容
や
実
施
状

況
を
総
合
教
育
会
議
に
報
告

す
る
こ
と
が
、
教
育
委
員
会

に
義
務
付
け
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
聞
い
た
。

の
撮
影
に
つ
い
て
の
コ
ン
テ

ス
ト
や
発
表
は
高
松
市
で
行

な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

教
育
長
と
し
て
参
加
し
て
い

な
い
の
で
、
詳
細
は
わ
か
ら

な
い
。感

想
や
手
ご
た
え
は

Q
（
山
下
）
海
外
研
修

の
感
想
や
手
ご
た
え

は
。A

（
教
育
長
）
自
分
の

英
語
力
不
足
を
実
感

し
た
。も
っ
と
視
野
を
広
げ
、

世
界
の
広
さ
を
感
じ
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、

�

ど
う
な
る

Q
（
浜
口
）

か
が
わ
総

文
祭
写
真
部
門
が

本
村
付
近
で
撮
影

し
て
い
る
様
子
を

見
学
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
コ

ン
テ
ス
ト
や
発
表

は
ど
う
な
る
。

A
（
教
育
長
）

写
真
部
門
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一
般
質
問

内容は質問者の責任において作成しています

西岡 議員

〔
町
長
〕
町
の
活
力
の
源
と
し
た
い

複
合
施
設
建
設
の
動
き
は

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

町
長
か
ら
、
現
在
の
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
生
協
に
代
わ
る
施

設
と
し
て
、
店
舗
を
含
め
た

複
合
施
設
を
建
設
予
定
と
の

説
明
が
あ
り
、
国
の
新
し
い

第
２
世
代
交
付
金
等
を
活
用

す
る
と
の
内
容
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
建
設
予
定
の
施

設
及
び
駐
車
場
等
の
、
周
辺

整
備
等
に
つ
い
て
、
６
月
定

例
会
後
に
、進
展
や
変
更
点
等

が
あ
っ
た
か
、お
聞
き
す
る
。

A
（
町
長
）
第
２
世
代

交
付
金
の
交
付
申
請

に
お
い
て
は
、
国
か
ら
の
内

示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
第

３
分
団
屯
所
や
エ
コ
タ
ウ
ン

ハ
ウ
ス
等
を
取
り
壊
し
て
、

複
合
施
設
へ
の
進
入
路
及
び

駐
車
場
・
駐
輪
場
用
地
を
確

保
す
る
。

　

ま
た
、
大
き
な
変
更
点
だ

が
、
港
の
す
ぐ
前
に
あ
る
、

福
武
財
団
の
５
階
建
て
事
務

所
を
取
り
壊
し
、
複
合
施
設

と
同
様
の
３
階
建
て
の
建
物

に
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
お

り
、
取
り
壊
し
及
び
財
団
の

建
物
は
財
団
の
費
用
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

福
武
理
事
長
に
は
、
大
変

な
英
断
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
る
。

Q
（
西
岡
）
財
団
事
務

所
は
解
体
後
、
複
合

施
設
の
一
部
に
な
る
と
い
う

認
識
で
い
い
の
か
。

A
（
町
長
）
船
を
降
り

て
す
ぐ
に
入
れ
る
進

入
路
に
な
る
か
、
こ
れ
か
ら

協
議
で
決
ま
っ
て
い
く
。

Q
（
西
岡
）
町
長
は
財

団
と
、
ど
ん
な
協
議

を
し
て
解
体
等
を
進
め
た
の

か
。A

（
町
長
）理
事
長
に
、

わ
れ
わ
れ
は
あ
そ
こ

が
宮
ノ
浦
エ
リ
ア
の
中
心
部

に
な
る
と
思
っ
て
整
備
を
進

め
る
、
今
の
建

物
を
残
す
か
取

り
壊
す
か
は
財

団
の
ご
意
思
に

お
任
せ
す
る
、

と
話
し
た
。
約

２
カ
月
後
、
取

り
壊
す
と
い
う

報
告
を
い
た
だ

い
た
。

（
西
岡
）
町
民

の
生
活
面
と
観

光
面
に
、
よ
い

複
合
施
設
に
な

る
よ
う
願
う
。

建設予定地

令
和
７
年
度  

補
正
予
算

財
産
の
取
得

１ 

取
得
す
る
財
産

　

 

住
所　

香
川
県
香
川
郡
直
島
町

�

２
７
９
７
番
４

　

 

地
目　

雑
種
地

　

 

地
積　

１
万
６
５
３
０
㎡

２ 

取
得
の
方
法

　

 

随
意
契
約

３ 

取
得
価
格

　

 

一
金
１
億
７
８
５
２
万
円

４ 

取
得
の
相
手
方

　

 

香
川
県
香
川
郡
直
島
町
７
０
５
番
地

　

 

島
興
産
株
式
会
社

　

�

代
表
取
締
役　

石
橋
洋
三

一

般

会

計

　

定
額
減
税
調
整
給
付
金
、
宮
ノ
浦
地
区
水

路
改
良
工
事
、
商
業
・
観
光
交
流
複
合
施
設

用
地
購
入
費
用
に
係
る
経
費
な
ど
に
５
３
６

１
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
35
億
２
４

７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦
国
庫
支
出
金�

７
７
５
万
円
追
加

◦
繰
越
金�

４
５
８
６
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
定
額
減
税
調
整
給
付
金
給
付
事
業

�

７
２
７
万
円
追
加

◦
宮
ノ
浦
地
区
水
路
改
良
事
業

�

２
４
１
０
万
円
追
加

◦
商
業
・
観
光
複
合
施
設
用
地
購
入

�

１
３
６
２
万
円
追
加

趣　
　

旨

　

近
年
の
消
防
団
員
の
活
動
状
況
等
を
踏
ま

え
、
消
防
団
員
の
定
数
を
実
情
に
あ
わ
せ
て

見
直
す
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例

の
一
部
改
正
を
提
案
す
る
も
の

主
な
内
容

　

消
防
団
員
全
体
の
定
数
を
１
８
５
人
か
ら

１
２
０
人
に
改
正

条
例
改
正

消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
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人　
　

事

委
員
の
皆
さ
ん 

 

　

　
　
　
　

 

よ
ろ
し
く

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
三
宅
礼
子
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
10
月

４
日
か
ら
令
和
10
年
10
月

３
日
ま
で

　

教
育
委
員
会
委
員
に
植
松

清
華
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
11
年
９
月
30
日

ま
で

　

人
権
擁
護
委
員
に
佐
々

木
広
武
氏
の
推
薦
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
10
年
12
月

31
日
ま
で

三宅 礼子 氏

植松 清華 氏

佐々木 広武 氏

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

７
月
４
日
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
第
３
分
団
屯
所
更
新

等
に
か
か
る
設
計
委
託
料
及
び
、
専
決
処
分
１
件
を
全
員

賛
成
で
可
決
・
承
認
し
た
。

臨
時
議
会

設
計
委
託
料
を
可
決

理
事
と
し
て
感
謝
状

　

消
防
団
第
３
分
団
屯
所
の
更

新
を
行
な
う
も
の
で
、
先
行
し

て
進
入
路
整
備
工
事
施
行
を
行

な
う
も
の
。

　

委
託
料　

設
計
委
託
料

　

�

第
３
分
団
屯
所
進
入
路
整
備

設
計

　

第
３
分
団
屯
所
更
新
設
計

�

１
５
６
３
万
円

　

�

第
３
分
団
屯
所
進
入
路
整
備

�

２
２
９
万
円

　

工
事
箇
所
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

町
議
会
議
員
及
び
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
に
あ
た
り
、
特

に
緊
急
を
要
す
る
こ
と

か
ら
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
専
決
処
分
が

あ
り
、
全
員
賛
成
で
承

認
し
た
。

　

去
る
６
月
20
日
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
、
理
事

と
し
て
本
会
の
使
命
達
成
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
顕

著
で
あ
る
と
、
井
下
良
雄
議

長
が
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

専
決
処
分第３分団屯所建設予定地（福祉センターゲートボール場）

表
　
彰
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〔
総
務
課
〕

玉
野
市
直
島
町
連
絡
協
議
会

　

７
月
11
日

玉
野
市　

20
人
参
加

直
島
町　

17
人
参
加

第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙

　

７
月
20
日

投
票
総
数�

１
５
６
４
票

期
日
前
投
票
数�

７
５
４
票

投
票
率�

62
・
84
％

消
防
団
夏
季
訓
練

　

７
月
28
日

参
加
団
員　
　

64
人

〔
住
民
福
祉
課
〕

　

６
月
27
日

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

　

７
月
17
日

差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
擁

護
す
る
審
議
会
を
開
催

〔
健
康
推
進
室
〕

　

７
月
３
日

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

運
動
教
室
実
施

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
令
和
７
年
４
～
７
月
）

外
来
患
者�

３
８
５
１
人

入
院
患
者�

　

１
８
４
人

時
間
外
救
急�

１
４
２
人

泌
尿
器
科�

１
０
０
人

観
光
客
の
人
数
は

Q
（
西
岡
）
時
間
外
救

急
の
内
、
観
光
客
の

人
数
と
外
科
・
内
科
の
内
訳

は
。A

（
診
療
所
事
務
長
）

44
人
全
て
外
科
で
自

転
車
の
事
故
だ
。８
月
に
入
っ

て
か
ら
熱
中
症
が
１
人
。

〔
建
設
経
済
課
〕

　

６
月
22
日

直
島
コ
メ
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
田
植
え
」
を
開
催

つ
り
公
園
入
園
者
数

　
　
　
　
　

営
業
日
数
87
日

　
　
　
　
　
　
　

７
５
９
人

　
　
　
　
　
　

７
月
末
現
在

鳥
獣
捕
獲
数

　
　
　
　
　

カ
ワ
ウ　

12
羽

　
　
　
　
　

タ
ヌ
キ　

７
匹

　
　
　
　
　

カ
ラ
ス　

３
羽

　
　
　
　

イ
ノ
シ
シ　

３
頭

　
　
　

ヌ
ー
ト
リ
ア　

１
匹

　
　
　
　
　
　

７
月
末
現
在

〔
環
境
水
道
課
〕

　

７
月
１
～
６
日

う
ぃ
・
ら
ぶ
・
な
お
し
ま
に

よ
る
「
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー

ト
展
」
を
開
催

　
　

応
募
作
品　

１
２
０
点

　

�

過
去
の
最
優
秀
作
品
20
点

を
展
示

　

７
月
８
日

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
な
お
し
ま

推
進
委
員
会
に
よ
る
環
境
教

育（
ア
マ
モ
の
観
察
）を
開
催

　

小
学
校
５
年
生
17
人
参
加

　

７
月
12
日

「
ゴ
ミ
０
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」

を
実
施

　
　
　
　
　

５
０
５
人
参
加

　
　

ゴ
ミ
２
５
１
０
㎏
回
収

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

直
島
の
火
ま
つ
り

　

８
月
９
日

花
火　
　

４
２
０
０
発

来
場
者　

約
２
８
０
０
人

ふ
る
さ
と
納
税

　

７
月
末
現
在　

80
件

納
税
額　
　

８
６
９
６
千
円

Q
（
中
根
）
移
住
フ
ェ

ア
に
参
加
し
て
い
る

が
、
移
住
の
相
談
は
あ
っ
た

か
。A

（
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

長
）
17
件
あ
っ
た
。

現
在
提
供
で
き
る
物
件
が
な

イ
ギ
リ
ス　

ボ
ー
ン
マ
ス

高
校
３
年　

福
島
美
空
さ
ん

中
学
３
年　

中
根
六
花
さ
ん

中
学
２
年　

杉
那
々
子
さ
ん

Q
（
井
下
）
な
つ
や
す

み
寺
子
屋
だ
が
参
加

者
は
何
人
か
、
以
前
に
や
っ

て
い
た
寺
子
屋
と
同
じ
か
。

A
（
教
育
次
長
）
参
加

者
は
９
人
だ
。
今
年

度
は
屋
外
の
活
動
を
や
め

て
、
屋
内
で
宿
題
の
手
伝
い

を
し
た
。
理
由
は
、
熱
中
症

が
心
配
だ
か
ら
だ
。

盛況だった「エコＴシャツアート展」

恒例の「ゴミ０クリーンデー」

中高生海外研修
� 無事帰国

大盛況だった
� エコＴシャツ展

総 務・文 教経 済・民 生
中
根 

委
員
長

山
下 

委
員
長

い
の
で
、
移
住
の
て
び
き
を

広
報
配
布
し
た
。

Q
（
小
野
）
補
正
予
算

の
「
社
宅
整
備
費
用

助
成
金
」
は
、
ど
こ
の
企
業

か
。A

（
ま
ち
づ
く
り
観
光

課
長
）
Ｍ
Ｅ
Ｒ
の
社

宅
で
26
室
分
だ
。

〔
教
育
委
員
会
〕

地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用

　
　
　
　

松
村　

舞
子
氏

文
化
協
会
芸
能
大
会

　

６
月
15
日

出
演
者　
　
　

延
べ
59
人

来
場
者　
　
　

２
０
８
人

中
高
生
海
外
研
修
事
業

　

８
月
２
日
～
11
日

行ってきまーす（海外研修）



議会だより　なおしま No.21311

　

８
月
19
日
四
国
ま
ち
づ
く

り
＆
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
か
ら
の
「
マ
ン
ダ
リ
ン

オ
リ
エ
ン
タ
ル
瀬
戸
内　

直

島
」
の
新
築
工
事
計
画
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
９
月
８
日
着
工
し
、
既

成
杭
工
事
、
基
礎
工
事
、
鉄

骨
工
事
を
経
て
地
上
躯
体
工

事
、
屋
根
外
装
工
事
後
、
内

装
工
事
、外
装
工
事
終
了
後
、

開
業
は
２
０
２
７
年
夏
の
予

定
」
と
説
明
さ
れ
た
。

　

工
事
上
の
遵
守
事
項
と
し

て
、
作
業
時
間
・
安
全
対
策
・

騒
音
・
振
動
・
ほ
こ
り
の
防

止
対
策
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

Q （
西
岡
）
ホ
テ
ル
内
に
消

火
施
設
の
設
置
は
。

A （
谷
川
）
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
・
消
火
器
等
簡
易
設
備

は
設
置
し
ま
す
。

Q （
山
下
）
部
屋
数
は
全
部

で
何
部
屋
で
す
か
。

A （
谷
川
）
１
階
が
３
部
屋

で
、
２
階
が
９
部
屋
、
合
計

12
部
屋
で
す
。

Q （
山
下
）
全
部
屋
ツ
イ
ン

で
す
か
。

A （
谷
川
）
ダ
ブ
ル
と
ツ
イ

ン
タ
イ
プ
の
組
み
合
わ
せ
に

な
り
ま
す
。

Q （
山
下
）
レ
ス
ト
ラ
ン
の

利
用
は
宿
泊
者
だ
け
で
す
か
。

A （
谷
川
）
ど
な
た
で
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。

Q （
井
下
）
長
屋
門
の
利
用

方
法
は
。

A （
谷
川
）
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
お
客
様

の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
か
、
離

れ
に
泊
ま
ら
れ
る
方
々
の
一

時
的
な
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
考

え
て
い
ま
す
。

Q （
中
根
）
駐
車
場
は
７
台

ほ
ど
で
す
が
、
町
民
が
食
事

の
時
に
利
用
で
き
ま
す
か
。

A （
谷
川
）
宿
泊
者
の
送
り

迎
え
や
荷
物
の
搬
入
な
ど
業

務
用
の
駐
車
場
が
過
半
を
占

め
る
た
め
、駐
車
台
数
に
は
限

り
が
あ
る
。食
事
で
お
越
し
い

た
だ
い
た
際
に
お
止
め
い
た

だ
け
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q （
山
上
）
お
お
み
や
け

の
母
屋
で
、直
島
の
歴
史
・

文
化
を
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
は
一
般
開
放
さ
れ
ま
す

か
。

A （
谷
川
）
は
い
。
レ
ス

ト
ラ
ン
同
様
、
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
ど
の
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
。
９
月
２
日
の
地
鎮
祭

の
後
、
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
に
現
場
公
開
と
工
事
説

明
が
あ
り
、
多
く
の
方
々

が
参
加
し
て
い
た
。
長
い

工
事
期
間
で
あ
る
が
、
完

全
無
災
害
で
完
成
す
る
こ

と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

�

（
中
根
記
）

完
全
無
災
害
で
の
完
成
を
強
く
望
む

マンダリンホテル説明会

「どうなる  町財政」
町
財
政　
今
後
の
見
通
し
は

�

（
令
和
６
年
12
月
定
例
会　
山
上
議
員
）

財
政
計
画
に
基
づ
き
財
政
改
革
が
必
要
で
は

�

（
令
和
７
年
３
月
定
例
会　
山
上
議
員
）

基
金
と
起
債
（
借
金
）
の
バ
ラ
ン
ス
が

重
要
で
財
政
計
画
が
必
要
で
は

�

（
令
和
７
年
９
月
定
例
会　
宮
原
議
員
）

　

本
年
度
の
予
算
に
お
い
て
前
年
度
繰
越
金
を
緊
急

的
な
工
事
費
に
充
当
し
て
お
り
、
基
金
残
高
は
減
少

す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
災
害
等
に
対
応
す
る

た
め
に
あ
る
程
度
の
基
金
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
の
町
財
政
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

今
後
も
多
く
の
事
業
が
控
え
て
い
る
が
、
有
利
な

地
方
債
の
活
用
な
ど
に
よ
り
財
政
の
安
定
化
を
図
っ

て
い
く
。�

（
小
林
町
長
）

　

総
合
計
画
ま
た
実
施
計
画
等
で
、
ど
ん
な
事
業
を

す
る
か
等
、キ
チ
ン
と
表
に
し
て
表
し
て
い
る
の
で
、

そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
と
い
う
気
が
し

て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
財
政
改
革
と
い
う
の
は
考
え
て
い
な

い
。�

（
小
林
町
長
）

　

基
金
が
減
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
大
き
な
事
業

を
す
る
時
、
借
金
を
し
て
基
金
を
残
す
か
、
基
金
を

取
り
崩
し
て
借
金
を
少
な
く
す
る
か
の
ど
ち
ら
か

だ
。
複
合
施
設
等
の
建
設
等
が
控
え
て
い
る
が
、
辺

地
債
や
過
疎
債
を
借
り
て
で
き
る
限
り
一
般
財
源
は

使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
基
金
は
絶
対
に
な
く
さ
な
い
。
ま
た
借
金

を
し
つ
つ
、
過
剰
な
償
還
金
に
な
ら
な
い
よ
う
考
え

て
お
り
、ご
心
配
に
は
あ
た
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
小
林
町
長
）

答　
弁

答　
弁

答　
弁
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今
年
の
夏
は
１
２
７
年
間

で
最
も
高
温
と
な
り
、
過
去

最
高
の
夏
と
な
っ
た
と
気
象

庁
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の

頃
の
夏
は
、
こ
こ
ま
で
暑
く

な
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る

方
も
多
く
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
問

題
視
さ
れ
て
か
ら
40
年
に
な

る
そ
う
で
、
そ
の
間
に
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
実
施
さ
れ
、

ま
た
現
在
も
継
続
中
で
す
。

　

し
か
し
温
暖
化
は
ま
す
ま

す
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
地
球
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
実

践
す
る
よ
う
改
め
て
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

�

（
山
上　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
山
上　

英
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

１
番
員　

谷
口
貴
大
で
す
。

２
番
員　

下
津
幸
司
で
す
。

３
番
員　

糟
谷
嘉
孝
で
す
。

補
助
員　

森
本
友
樹
で
す
。

Q　

出
場
決
定
後
、
選
手
が

決
ま
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す

か
。

A （
赤
松
）
４
月
の
初
め
頃

で
す
。

Q　

練
習
の
場
所
と
日
時
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A （
大
谷
分
団
長
）
納
言
様

物
揚
げ
場
で
月
・
水
・
金
曜

日
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

Q　

皆
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
気
を
つ
け
て
練
習

さ
れ
て
ま
す
か
。

A （
赤
松
）
一
番
に
節
度
で

す
ね
。
指
揮
者
と
し
て
大
き

な
声
で
指
揮
を
す
る
こ
と
。

（
谷
口
）
１
番
員
と
し
て
節

度
に
気
を
つ

け
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

（
下
津
）
本

番
に
向
け
て

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
。

（
糟
谷
）
ポ
ン
プ
操
作
に
集

中
し
、
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に

確
実
に
行
動
す
る
。

（
森
本
）
暑
い
時
期
な
の
で

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
練
習

し
て
い
ま
す
。

Q　

本
番
に
向
け
て
の
意
気

込
み
を
ど
う
ぞ
。

（
赤
松
）
練
習
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
確
実
に
や
っ
て
い

き
た
い
。

（
谷
口
）
練
習
の
成
果
を
発

代
表
と
し
て
、
結
果
を
残
せ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
森
本
）
長
い
練
習
期
間
を

が
ん
ば
っ
て
き
た
。
目
指
す

は
優
勝
で
す
。

Q　

分
団
長
か
ら
ひ
と
こ
と

ど
う
ぞ
。

A （
大
谷
）
長
い
練
習
期
間

を
経
て
、
選
手
た
ち
も
見
違

え
る
ほ
ど
上
手
に
な
っ
て
き

た
。後
は
実
力
を
出
し
切
り
、

優
勝
あ
る
の
み
だ
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ！

Q　

団
長
か
ら
、
選
手
や
町

民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ど
う

ぞ
。

（
安
部
）
選
手
を
は
じ
め
、

全
分
団
の
応
援
団
員
が
週
３

回
、
暑
い
な
か
仕
事
を
終
え

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
優
勝

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
で
、
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
消
防
団
員
数

が
足
り
な
い
状
況
で
す
。
町

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ

る
人
、
募
集
中
で
す
。

　

１
分
団
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

い
ろ
い
ろ
な
災
害
・
火
災
な

ど
、
大
変
な
重
責
に
立
ち
向

か
う
皆
さ
ん
、
本
当
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。

　

身
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
つ
け
て
、が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
町
民

の
皆
さ
ん
で
、
わ
れ

も
と
思
っ
た
方
は
ぜ
ひ
入
団

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ

ま
だ
欠
員
し
て
い
ま
す
。

『
操
作
は
じ
め！
ヨ
シ！
』

　

今
回
登
場
い
た
だ
く
の

は
、
香
川
県
消
防
操
法
大
会

（
小
型
ポ
ン
プ
）
の
部
に
出

場
の
直
島
町
消
防
団
第
１
分

団
の
皆
さ
ん
で
す
。

Q　

こ
ん
に
ち
は
、
出
場
団

員
の
皆
さ
ん
練
習
ご
く
ろ
う

さ
ま
で
す
。
指
揮
者
か
ら
順

番
に
お
名
前
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

A　
指
揮
者　

赤
松
裕
介
で

す
。

練
習
の
成
果
を
発
揮 

目
指
す
は
優
勝

安
部 

団
長

森
本
友
樹 
さ
ん

糟
谷
嘉
孝 
さ
ん

下
津
幸
司 

さ
ん

谷
口
貴
大 

さ
ん

赤
松
裕
介 

さ
ん

大
谷 

分
団
長

右へならえ

揮
し
て
、
優
勝
を

目
指
し
ま
す
。

（
下
津
）
５
カ
月

間
の
練
習
の
成
果

を
思
う
存
分
に
発

揮
し
て
優
勝
を
目

指
す
。

（
糟
谷
）
直
島
町

消防団第１分団


